
	整理番号
	




特色ある共同利用・共同研究拠点支援プログラム ～拠点機能強化支援～　申請書

	大学名
	

	申請者
	氏名
	
	役職名
	

	
	本部所在地
	〒


	共同利用・共同研究拠点の名称
	※　○○○○○拠点（認定されている拠点名を記入）

	申請施設等の名称
	※　共同利用・共同研究拠点として認定されている研究施設等の名称を記入

	認定期間
	令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日
※　認定の通知に記載されている有効期間を記入
※　認定の更新により申請をする場合には「認定更新を希望」と記入

	研究分野
	※　共同利用・共同研究拠点の研究分野を記入

	共同研究拠点の代表者
	フリガナ
	
	生年月日
	昭和・平成  年  月  日(  歳)
【令和６年４月１日現在】

	
	氏名
	
	

	
	所属部署
	
	役職名
	

	
	所在地
	〒


	
	ＴＥＬ
	
	E-mail
	

	事業概要
	※　本事業計画の概要について簡潔に記入




	（１）現状・課題・目的
	※　共同利用・共同研究拠点及び関連する研究者コミュニティの現状、課題を明記の上、それに対応する事業の目的を記入。










	事業計画期間
	令和６年度　～　令和○○年度（○年）

	（２）事業計画額（インプット）

	
	
	補助申請額（千円）
	学内負担額（千円）
	計（千円）

	
	令和６年度
	
	
	
	
	

	
	
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
※資金の主な投入内容を記入
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
	

	
	令和７年度
	
	
	
	
	

	
	
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・

	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
	

	
	令和８年度
	
	
	
	
	

	
	
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・

	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
	

	
	総額（千円）
	
	
	
	
	

	（３）事業計画（アクティビティ、アウトプット）

　※ 令和６年度～令和○年度（認定の有効期間内）の各年度における事業の活動内容について記入

【令和６年度】






【令和７年度】






【令和８年度】







	（４）成果目標（アウトカム）

	
	アウトカム
	(参考値)令和４年度
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	【アウトカム設定の考え方（定義等）】
※ 各指標や算定方法はできるだけ客観的なものを設定し、指標設定理由、算定方法等を記入。







	（５）事業の実施体制等
　※ 事業実施に当たっての大学の支援体制、学内外の協力体制等、全体的な事業推進体制等について具体的に記入。













	（６）事業達成による波及効果等（学問的効果、社会的効果、改善効果等）














	（７）これまでの拠点としての活動実績
　※ 共同利用・共同研究拠点としての活動実績を分かりやすく簡潔に記入。









	
	（参考１）共同利用・共同研究の参加状況

	
	※延べ人数
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	
	学内（法人内）
	
	
	

	
	学外
	
	
	

	
	（参考２）共同利用・共同研究を活用して発表された論文数

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	
	論文数
	
	
	論文数
	
	
	論文数
	
	

	
	
	うち国際学術誌に掲載された論文数
	
	うち国際学術誌に掲載された論文数
	
	うち国際学術誌に掲載された論文数

	
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務担当責任者
	フリガナ
	
	所属部署
役職名
	


	
	氏名
	
	
	

	
	所在地

	〒


	
	ＴＥＬ
	
	E-mail
	


※様式にあらかじめ※記号で記載されている留意事項及び記入例は削除して作成してください。



